
主な記事

「コミュかる」が折り込まれています。
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区民意見を募集します ……３

秋の全国交通安全運動 ……４

「都市農地を守ろう！」
アグリフェスタ２０１３ ……１２

⑥おばあちゃん、おいしい話にご用
心！～資産形成詐欺に気をつけて ……１２

２５年度は、杉並区基本構想に基づく総合計画の２年目の年です。基本構想の将来像「支えあい共につくる　安全で活力あるみどりの
住宅都市　杉並」の実現に向けて、「次世代に夢と希望を 拓 く予算」として、「次世代に夢と希望を」「まちづくりを通して地域経済、

ひら

地域社会の活性化を」「安全・安心に暮らせるまちを」の３つの視点で重点的に取組を実施しています。その中で主な事業の概要や成
果、今後の方向性をお知らせします。 害害問い合わせは、企画課へ。
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区が取り組んでいる主な事業をお知らせしま区が取り組んでいる主な事業をお知らせしますす区が取り組んでいる主な事業をお知らせしま区が取り組んでいる主な事業をお知らせしますす
～平成２５年度前期～平成２５年度前期～～

平成２５年度の主な事業

２０２０年オリンピック・パラリンピック東京開催決定を記念して、９月２３日㈷に「東京開催祝賀イベント」を行います。
詳細は９面をご覧ください。

各取組の詳細は２面をご覧ください

基本構想に掲げる
区の将来像
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区
で
は
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
必
要
な

施
策
を
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

は
基
本
構
想
を
着
実
に
進
め
る
年
と
位
置
付
け
、

そ
の
成
果
を
第
三
回
定
例
会
に
報
告
し
ま
す
。
さ

ら
に
今
号
で
は
、
今
年
度
前
期
の
主
な
実
績
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
高
齢
者
の
見
守
り
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

助
成
な
ど
福
祉
向
上
の
需
要
に
し
っ
か
り
と
応
え

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
ま

す
。
　
一
方
で
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
計
画
的
な
行
政
運
営
が
必
要
と

な
り
ま
す
。　
年
後
に
は
築
　
年
を
超
え
る
施
設

10

50

が
約
　
％
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
維
持
管
理
に

32

多
額
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
保
育
施
設
の

よ
う
に
不
足
す
る
施
設
が
あ
る
一
方
で
、
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
今
あ
る
施
設
の
必
要
性
を
検
証
し
、
他
用
途
へ

の
転
用
を
含
め
た
施
設
の
再
編
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
道
で

す
。
ま
た
、
集
会
室
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
使
用
料
は
、
未
利
用
者
と
の
公
平
性
の

確
保
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
軽
減
な
ど
か
ら
、
適

正
な
受
益
者
負
担
と
適
切
な
財
源
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
見
据
え
て
明
確
に
方
針
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
今
後
も
基
本

構
想
の
実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

基
本
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て

杉並区長

安安全全・・安安心心に暮らせるまちに暮らせるまちをを
　人々にとって、安全や安心は生活の土台です。安全・安心の地域社会
を築いていくことは、基礎自治体に課せられた重要な責務です。災害対
策をはじめとし、区民が安全に、安心して暮らせるまちづくりを進めて
いきます。

煙実効性のある防災対策
煙狭あい道路拡幅の推進

　地域住民がまちづくりに取り組む中で、人と人との絆が生まれ、さらに強
まり、地域社会の活性化を図ることができます。また、地域ににぎわいと活
力を生み出す杉並らしい産業の振興を、ハード面のまちづくりとの連携を図
りながら推進していくなど、区内経済のさらなる活性化に取り組みます。

まちづくりを通して地域経済、地域社会の活性化まちづくりを通して地域経済、地域社会の活性化をを
煙地域特性を 活 か

い

した商店街活性
化促進

次世代に夢と希望次世代に夢と希望をを 　子どもや若者が夢と希望を見出し、その実現
に向かって、社会のさまざまな場面でいきいき
と活躍してこそ、地域社会全体に活力が生まれ
てきます。さまざまな体験・活躍の場を創出す
るなどの支援をしていきます。

煙「待機児童対策緊急推進プラン」の着実な実施
煙次世代育成のための交流事業
煙杉並中学生生徒会サミット
煙若者の就職をハローワークと一緒に支援
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 「
待
機
児
童
対
策
緊
急
推
進

プ
ラ
ン
」の
着
実
な
実
施

【
事
業
の
概
要
】

　
区
は
、
急
増
す
る
保
育
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
３
月
、「
待
機

児
童
対
策
緊
急
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
で
は
、　
年
２６

４
月
ま
で
に
合
計
８
０
０
名
以
上
の

保
育
定
員
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
施
設

等
の
適
切
な
情
報
提
供
の
仕
組
み
や

相
談
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
取
組
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
４
月
の
待
機
児
童
数
（
２
８
５

名
）
等
を
踏
ま
え
、
７
月
に
、
合
計

で
１
１
０
０
名
を
超
え
る
定
員
を
確

保
す
る
整
備
目
標
の
上
方
修
正
を
行

い
ま
し
た
。

【
事
業
の
実
績
】

　
認
可
保
育
所
　
所
の
新
設
・
増
設

１０

を
核
と
し
た
施
設
整
備
は
、
お
お
む

ね
順
調
に
 進
  捗
 し
て
い
ま
す
。
ま

し
ん
 ち
ょ
く

た
、
７
月
に
は
、　
名
の
「
す
ぎ
な

１６

み
保
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
、

個
々
の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

保
育
施
設
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
す
る
相
談
・
案
内
を
一
層
き
め

細
か
に
行
う
保
育
総
合
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。　
月
か
ら
は
、
認

１０

可
外
保
育
施
設
の
保
育
料
補
助
制
度

Ⅰ
 次
世
代
に

　
 夢
と
希
望
を

を
拡
充
し
ま
す
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
　
年
４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
確

２６
実
に
達
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
各
施
設
に
お
け
る
保

育
の
質
の
確
保
と
円
滑
な
運
営
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
育
成
の
た
め
の
交
流
事
業

【
事
業
の
概
要
】

　
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
「
夢
」

を
育
む
た
め
に「
次
世
代
育
成
基
金
」

を
　
年
４
月
に
創
設
し
、
国
内
外
の

２４
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
事
業
へ
の
子

ど
も
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
実
績
】

　
７
月
に
実
施
し
た
中
学
生
小
笠
原

自
然
体
験
交
流
事
業
は
、
世
界
自
然

遺
産
と
な
っ
た
小
笠
原
諸
島
で
の
自

然
体
験
や
村
民
の
方
々
と
の
交
流
を

通
じ
、
各
学
校
・
地
域
に
お
け
る
環

境
保
全
活
動
の
推
進
役
と
な
る
環
境

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、　
月
１２

に
実
施
す
る
小
学
生
名
寄
自
然
体
験

交
流
事
業
で
は
、
北
海
道
名
寄
市
な

ら
で
は
の
厳
冬
の
中
で
の
自
然
体
験

や
地
元
の
方
々
と
の
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
新
た
な
友
人
た
ち
と
の
つ
な
が

り
を
築
く
と
と
も
に
、
大
き
な
感
動

と
多
く
の
学
び
を
得
る
貴
重
な
経
験

を
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
こ
の
ほ
か
、
今
年
度
の
基
金
活
用

事
業
は
、　
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

１０

ア
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
市
へ
の
中
学
生
海

外
留
学
、　
月
に
は
台
湾
・
台
北
市

１２

に
お
け
る
交
流
自
治
体
中
学
生
親
善

野
球
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
基
金
の
周
知
に
努
め
、
多
く

の
区
民
の
賛
同
・
支
援
の
寄
附
を
得

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
一
層
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
基
金
の
更
な
る
運
用
拡
充

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

杉
並
中
学
生
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト

【
事
業
の
概
要
】

　「
い
じ
め
の
問
題
に
関
し
て
、
中

学
生
自
ら
が
立
ち
あ
が
れ
な
い
か
と

…
」。
こ
の
生
徒
自
ら
の
発
言
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
区
内
の
中
学
校
で

は
、
い
じ
め
を
な
く
そ
う
を
合
言
葉

に
、
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
、
あ
い
さ
つ

運
動
な
ど
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
組
が
契
機
と
な

り
、
8
月
4
日
に
全
区
立
中
学
校
　23

校
が
一
堂
に
会
す
る
、「
杉
並
中
学

生
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
形
と

な
り
ま
し
た
。

【
事
業
の
実
績
】

　「
杉
並
中
学
生
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
、
4
校
の
代
表
校
が
取
組
を
発

表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
校
の
代

表
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
区
内
の
全
中
学
校
か
ら
い
じ
め

を
な
く
す
行
動
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
今
後
は
、
生
徒
会
が
中
心
と
な

り
、
サ
ミ
ッ
ト
で
得
た
成
果
を
、
学

区
域
内
の
小
学
校
へ
伝
え
、
小
中
学

校
が
協
力
し
て
、
い
じ
め
を
な
く
す

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
と
地
域
、
教
育
委
員
会
が
一
体

と
な
っ
て
、
い
じ
め
を
な
く
す
活
動

を
地
域
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
就
職
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
一
緒
に
支
援

【
事
業
の
概
要
】

　
区
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宿
が
一
体

と
な
っ
て
、
若
者
等
の
就
労
を
支
援

す
る
た
め
に
、
就
労
準
備
相
談
か
ら

職
業
紹
介
、
定
着
支
援
ま
で
を
行
う

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
　
年
　
月
に

２４

１２

産
業
商
工
会
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

臨
床
心
理
士
に
よ
る
就
労
準
備
相

談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向

上
、
面
接
対
策
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
事
業
の
実
績
】

　
若
者
就
労
支
援
コ
ー
ナ
ー
は
、就

労
経
験
が
少
な
い
相
談
者
な
ど
一
人

一
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、相
談
か
ら

就
労
ま
で
担
当
者
制
を
と
り
相
談
者

に
寄
り
添
う「
伴
走
型
」の
支
援
が
特

徴
で
す
。そ
の
結
果
、開
設
か
ら
８
月

末
ま
で
に
、就
労
準
備
相
談
者
は
３

９
４
人
に
の
ぼ
り
、就
職
・
進
路
決
定

者
は
　
人
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

９１

す
。ま
た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
就
職

決
定
者
は
就
職
面
接
会
を
含
め
、３

１
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
新
た
な
取
組
と
し
て
、
直
ち
に
一

般
就
労
に
結
び
つ
か
な
い
若
者
を
対

象
に
、
区
内
の
事
業
者
等
の
協
力
を

得
て
、
就
労
準
備
に
向
け
た
支
援
つ

き
の
就
労
訓
練
や
社
会
適
応
力
訓
練

を
　
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

１１
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通
し

て
、
区
と
し
て
も
就
労
訓
練
の
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。

 地
域
特
性
を
活
か
し
た
商
店

街
活
性
化
促
進（「
な
み
じ
ゃ

な
い
、杉
並
！
」の
発
信
）

【
事
業
の
概
要
】

　
区
内
各
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に

 活
 か
し
、
杉
並
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

いと
に
よ
っ
て
、
区
外
か
ら
人
を
集

め
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
、
ま
た

行
っ
て
み
た
く
な
る
ま
ち
と
し
て
い

く
た
め
に
、
区
内
産
業
団
体
を
は
じ

め
と
し
た
民
間
団
体
が
結
集
し
、
杉

並
区
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
発
信

す
る
「
な
み
じ
ゃ
な
い
、
杉
並
！
中

Ⅱ
 ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て

地
域
経
済
、地
域
社
会
の

活
性
化
を

央
線
あ
る
あ
る
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
実
績
】

　
阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
や
東
京
高
円

寺
阿
波
お
ど
り
の
開
催
に
合
わ
せ
、

新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
都
心

に
は
な
い
「
中
央
線
ら
し
い
」
観
光

イ
ベ
ン
ト
や
各
駅
周
辺
の
個
性
的
な

店
舗
な
ど
を
発
掘
し
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ

て
、
中
央
線
沿
線
の
「
良
さ
」「
ら
し

さ
」
を
凝
縮
し
た
情
報
を
継
続
的
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
今
後
は
、「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」
を
　１０

月
下
旬
に
開
催
す
る
ほ
か
、
杉
並
を

よ
く
知
る
著
名
人
に
よ
る
お
薦
め
の

ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
の
新
聞
へ
の
掲

載
、
区
内
ア
ニ
メ
制
作
会
社
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
活
用
し
た
誘
客
事
業
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
都
心
部
に
は
な
い
魅
力
を
存
分
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
区
内
は
も
と
よ

り
、
区
外
か
ら
の
集
客
力
を
高
め
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
と
商
機
を
生
み
出

す
産
業
振
興
策
に
取
り
組
み
、
区
内

経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

 実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策

【
事
業
の
概
要
】

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
都
が
新

Ⅲ
 安
全
・
安
心
に

　
 暮
ら
せ
る
ま
ち
を

た
に
公
表
し
た
首
都
直
下
地
震
の
被

害
想
定
な
ど
を
踏
ま
え
、
杉
並
区
地

域
防
災
計
画
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
防
災
会
議
の
委
員
に
新
た
に
女

性
２
人
を
加
え
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
、
高
齢
者
な

ど
に
も
配
慮
し
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
実
績
】

　
避
難
し
た
区
民
や
帰
宅
困
難
者
の

通
信
環
境
の
整
備
と
し
て
、
震
災
救

援
所
（
　
カ
所
）
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ス
ポ
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ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区

内
最
大
の
交
通
結
節
点
で
あ
る
荻
窪

駅
前
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
の
避
難

誘
導
等
の
た
め
「
荻
窪
駅
前
滞
留
者

対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
名
寄
市
、東
吾
妻
町
、小
千
谷
市
、

南
相
馬
市
な
ど
9
自
治
体
間
の
災
害

時
の
相
互
支
援
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、中
学
生
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
活

動
の
充
実
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
、総
合
震
災
訓
練
の
実
施
な
ど
防

災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

災
害
時
に
避
難
拠
点
と
な
る
学
校
な

ど
に
お
い
て
は
、施
設
の
規
模
や
状

況
に
応
じ
て
、自
家
発
電
や
蓄
電
機

能
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
拡
幅
の
推
進

【
事
業
の
概
要
】

　
狭
あ
い
道
路
に
は
、
通
行
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
消
火
活

動
や
避
難
が
困
難
と
な
る
な
ど
の
問

題
が
あ
り
、
そ
の
解
消
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
区
内
の
道
路
の
お
よ

そ
3
割
、
約
3
3
0
㎞
が
幅
員
4
m

に
満
た
な
い
狭
あ
い
道
路
で
、
中
央

線
沿
線
や
環
状
7
号
線
沿
道
な
ど
火

災
危
険
度
が
高
い
木
造
住
宅
密
集
地

域
に
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
と
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
事
業
の
実
績
】

　
平
成
元
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
　24

年
か
け
、
建
物
の
建
替
え
時
に
土
地

所
有
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
狭
あ
い

道
路
全
体
の
お
よ
そ
　
％
の
拡
幅
整
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備
を
行
い
ま
し
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
に
は
、
区
民

の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
首
都

直
下
地
震
に
備
え
る
た
め
に
も
、
中

央
線
沿
線
や
環
状
７
号
線
沿
道
な
ど

火
災
危
険
度
が
高
い
木
造
住
宅
密
集

地
域
な
ど
を
重
点
地
域
と
位
置
付

け
、
戸
別
訪
問
に
よ
り
区
民
に
直
接

協
力
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

葛９月に開設したこども
ケ丘保育園

葛中学生レスキュー隊
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